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2024年度年間標語「キリストに結ばれて、共に歩むわたしたち」コロサイ 2:6-7 

「日本バプテスト連盟第 70回定期総会 議案説明⑤」 吉田真司 

 これまで 4回の本誌面を用いて、総会議案【1】～【17】について説明させていた

だきました。議案としては以上でありますが、今総会では二つの重要な「協議」も

あります。それらの概要をお知らせし、最終稿といたします。 

【協議 1】新たな支援政策の理念に関する件 

「日本バプテスト連盟ではこれまで旧宣教部が中心となって諸教会・伝道所に向けて

各種の支援制度を実施してきた。・・・これからの支援（協働）は、各地方連合と連携し、

各地で福音宣教に励む諸教会・伝道所を孤立させないためのネットワークづくりを構築

させていくことが重要であると考えている」（理事会）。 

以下、これからの「支援（協働）」の理念案 

①「総合的な支援」へ～連盟からの支援という形だけでなく地域内の教会・伝道所との

協働も視野に。②一方向の「支援」から双方向の「協働」へ。③「教勢拡大」ではなく「個々

の主体性（個性）」を支える。④「連盟→教会・伝道所への個別支援」から「連盟⇋地方

連合⇋教会・伝道所の相互協働」へ。 

【協議 2】これからの国際宣教に関する件 

連盟は「機構改革を迎え、基金・資金体制から協力伝道献金体制となって行く中で、今

私たちにできる国際宣教の働きを模索する。国外伝道はその軸足を『宣教師派遣中心』か

ら、諸教会が取り組む『国際宣教』を繋ぐ働きに移行していく」（第 69 回定期総会資料

「これからの日本バプテスト連盟における国際宣教の理念案」より）。今総会の協議内容

の要点①国際宣教委員会（仮称）の設置に向けた方向性の確認。②同委員会の働きと組織、

委員会構成、会計に関して。③女性連合と連盟の新たな協働関係の樹立。④「国際宣教プ

ロジェクト（仮称）」の形態別支援方法案の検討。⑤2026年度からの国際宣教委員会設置

と新体制への移行のタイムスケジュールの確認。 

なお、他に「報告」として「教役者退職金制度に関する調査委員会」からの特別報

告も行われます。 （了） 
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